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校  長  通  信 生徒版 2016.9.1北海道枝幸高等学校長 林 正憲 

 

北 海 道 マ ラ ソ ン 報 告 

 

 ８月２８日（日）、北海道マラソンに挑戦しました。 

 もともと参加予定はなかったのですが、３０周年記念の北海道１７９市町村代表ランナーを募集し

ていると聞き、枝幸町と枝幸高校のＰＲのために応募したところ、選ばれたので、出場しました。 

そもそもランニングは趣味の一つであり、健康管理という目的もあるのですが、昨年枝幸高校に来

てから、力を入れ始めました。札幌では通勤に往復１時間半以上かかっていましたが、それがほぼゼ

ロになり、時間もできたのです。 

ただ走るだけでも、リフレッシュでき、様々な考えも整理されて、私にはプラスなのですが、せっ

かく走るなら目標を持ち、チャレンジしようと思い、昨年５年振りに大会に出ました。 

教師にとって、「生徒はやるけど自分はやらない」というものは当然あります。しかし、自分自身

も何かをやっておくと、生徒のことを考えたり指導したりするときに、理想主義的になりすぎるのを

抑え、抽象的になるのを避けることができるのではないかと考え、「生徒に“チャレンジ”と言うな

ら、自分も“チャレンジ”」と思いました。 

大会に出るなら、枝幸に近いところにしようと思い、昨年は士別と興部のハーフマラソンを走りま

した。また、浜頓別町で１００ｋｍマラソン大会があるとわかり、「来年は５０ｋｍの部に出よう」

と、冬も練習を続けてきました。 

すでにお話したとおり、浜頓別の５０ｋｍは３８ｋｍでつって大声を上げて倒れるなど予想以上の

つらさでした。その後、枝幸町のランナー仲間の方のアドバイスも取り入れ、今回の北海道マラソン

に臨みました。ゼッケンにはナンバーではなく「枝幸町」とあり、嬉しく思いました。 

結果的には、浜頓別５０キロの経験があろうとも、暑い日にがんばって練習をしようとも、水分補

給に十分注意しようと、初めて塩分補給のための“塩サプリ”を持とうと、つらいものはつらかった

です。 

計２万人のランナーがいて、開始の９時にピストル音が鳴っても、スタートラインにたどり着くま

で、１２分かかりました。ランナーが密な集団をなしていて、自分のペースをつかむのが難しかった

です。最高気温も２７℃まで上がり、日差しもきつかったです。 

途中、友人知人に励まされ、「枝幸町がんばれ」と応援され、「枝幸町出身です」「浜頓別から来

ました」などと声をかけられ、大変力になりました。 

それでも、２５ｋｍを過ぎると、どんどんつらくなっていきました。つりそうな感覚があると、ペ

ースを落とし、一層水分をとりました。しかし、自分の身体は読み切れません。浜頓別で倒れた３８

ｋｍ地点をとりあえずの重要ポイントとして走っていきましたが、３６ｋｍでトイレに入ると全身が

震えて「まずい」と思いました。そこからは１ｋｍ刻みで「次の１ｋｍ」を目標にしながら走りまし

た。応援されても声が出ず、手を振るのが精いっぱいでした。 

枝幸町代表であるし、生徒を含め多くの方の応援を得ているし、完走を約束しているし、やめるわ

けにはいかないのですが、「止めるのは簡単だ」「いつでも止めることはできる」と何度も思ってし

まい、必死に、ポジティブなことばに切り替えました。 

あらためて「距離によって、全く違う世界がある」と思いました。これは、量によって全く違うこ

とと同じです。２０km走る世界と、２５km、３０km、３５km走る世界とは違います。２０kmなら楽
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勝でも、２５kmだと地獄です。二時間の勉強なら楽でも、八時間の勉強だと全く違う苦しみや経験、

学びがあるのと同じです。 

一歩一歩を積み重ねて前進し、残りの距離が短くなっても、苦しみがなくなるわけではない。進め

ばまた新たな苦しみ。それはだれにも伝えられなくて、伝えても仕方なくて、結局は自分で乗り切る

しかないです。応援から力をもらい、それがなければ走れなかったと思います。しかし、いくら応援

されても走るのは結局自分自身だという当たり前のことをかみしめながら走りました。 

ラスト２ｋｍになると、ほとんどの人が歩いていました。その全体の空気に逆らって走り続けるの

もきつかったです。歩いたら止まってしまいそうでした。何とかかんとか走り続け、制限時間５時間

のところ、４時間５５分でゴールしました。間一髪でした。 

走り終えてから、３０分ほど動けませんでした。全ての力を出し切った感じであり、また下手に動

くとあちこちがつりそうでした。少し移動してから、さらにまた３０分座っていました。 

やや放心して、何のために走ったかを忘れてしまったような時間もありました。 

そして、今、思うことは二つあります。 

一つは、やはり自分で目標を立てることの楽しさです。押しつけられたり、与えられたりするので

はなく、自分で目標を立てること。自分で、自分の人生に意味を与え、価値を作り出すこと。世界に

はすでに意味や価値があふれています。黙っていても、だれかが何かを与えてくれるかもしれませ

ん。お金があれば色々な物も手に入ります。しかし、自分でつくり出すものこそ、人生の喜びとなる

のではないでしょうか。 

 もう一つは、自分が苦しい中で努力していると、世界のことが、様々な人々のことが違った風に見

えてくるということです。普段固定的な見方をしていたことに気づいたり、そこから少しだけ自由に

なったり、それまで以上にありがたみを感じたりします。 

 こうして北海道マラソン完走の目標を達成しましたが、私の挑戦が終わったわけではありません。 

何か、かっこつけた言い方ですね（笑） 

当たり前ですが、私という人間に完成はなく、昨日も今日も失敗があります。「こうすればよかっ

た」と思う気持ちはなくなりません。しかし、石川尚子さんが引用したことばを再び言うならば「過

去と他人は変えられないが、未来と自分は変えられる」 

私は永遠に不完全な存在なので、未来と自分を変えるため、また何かをやってみようと思います。 

 

 

 


